
  

 

 

 

取組の背景 

 平成 26 年 9 月にオープンした当施設では、令和 7 年度（2 月 1 日現在）の１日平均入館者

数は 310 人、そのうち中高生世代は 64 人、総入館者数の約 21％となり、開館当初より１日

入館者数は 1.6 倍、総入館者数は 1.5 倍となった。入館者数は増加したが、令和５年に港区で

行われた「港区高校生世代実態調査」の結果によると、子ども中高生プラザの認知度は「知らな

かった」が約４割とあり、知らない人がまだまだ多いのが現状である。そこで令和 7 年 7 月よ

り「出張プラザ」の運営を開始した。 

 

「出張プラザ」目的 

 ①地域の拠点としての役割をもつ当施設が、生徒と地域を繋げ、中高生世代を見守る地域づ

くりを行う 

②当施設まで来館するのはハードルが高いと感じる生徒の地域での居場所作りを後押しする 

③家でも学校でもない「第 3 の居場所」として当施設含め児童館があることを知ってもらう 

 

 

公立中学校生徒がスタッフとおしゃべりしたり、ボードゲームをしたりしながら、ゆっくりと

過ごせる居場所づくりを行う。 

① 実施場所  港区立中学校 多目的ホール 

      部屋内にある机、椅子、ホワイトボード、衝立を学校より借りている 

② 実施頻度  週１回（金曜日。学校の行事予定等により木曜日変更あり） 

      昼休み時間 13：05-13：25 

③ 職員体制  常勤職員２～３名。 

④ 事業の実施方法 指定管理施設の事業として、直接運営 

 

 

① 学校との連携 

 実施までの流れ 

学校長、副校長のみならず、生活指導や主任教員との打ち合わせを重ね、学校からの要望

も取り入れながら内容を決定していった。1 か月の試行期間を経て、夏休みを挟んだ 9 月か

ら活動を継続した。 

 学校との役割分担 

参加者は受付名簿に学年、クラス、名前を書いてもらい、毎回学校にはコピーを渡し、参

加状況、参加生徒の把握が出来るようにした。生徒との関わりの中で学校と情報共有が必要

な場合は学校に伝え、連携して対応していくこと、保護者連絡が必要なケースも想定して責 
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任の所在を明らかにした。 

② 環境設定の工夫 

 対象や目的に合わせた会場設定 

「学年別 おしゃべり MINNA デー」では机 2 台を合わせ、数名で利用できるように配

置した。「全学年対象 まったり HITORI デー」では一人で過ごしやすいように机の位置を

壁際に配置し、机と机の距離を離し、衝立で区切る等、他の子どもと干渉しないようにした。 

③ 運営方法の工夫 

 ニーズに沿った運営 

参加できる対象を学年ごとにした「学年別 おしゃべり MINNA デー」と、参加できる対

象を静かな場所で、一人でゆっくり過ごしたい人向けの「全学年対象 まったり H ITORI

デー」とした。 

 楽しさ・面白さ・過ごしやすさの演出 

昼休みの短い時間の実施のため、会場には勝負の付きやすいボードゲーム（トランプ、

UNO、オセロ、ジェンガ等）やけん玉等を用意した。また「全学年対象 まったり HITORI

デー」では一人で遊びやすい塗り絵、ナンプレ等を用意した。 

④ ロビーワークの応用 

麻布子ども中高生プラザで行っているロビーワークを活かし、昼休みに過ごす場所の 1

つとして生徒が気分転換できるよう配慮した。特に「全学年対象 まったり H ITORI デー」

では職員が教室に出向き、一人で過ごしている生徒に積極的に声をかけ、教員以外の見守り

を行った。 

 

 

① 利用率 

1 回平均の参加者数は「学年別 おしゃべり MINNA デー」では約 16 人、「全学年対象 

まったり HITORI デー」では約 15 人だった。中学校全生徒の約 6％の利用となり、一定数

の生徒が利用していた。 

② 当施設を利用していない生徒との交流 

当施設を利用したことのない生徒は参加人数の約 6 割であった。また当施設を小学生の

頃に利用していた生徒との再会もあり、新たな交流の場となった。 

③ 学校との連携 

回数を重ねると校長、副校長のみならず、教員が会場に足を運んでくれる回数も増えた。

また職場体験に来た生徒や担任教員とは出張プラザを通して顔が見える関係だったため、生

徒は安心して職場体験をすることができた。また教員との情報共有もスムーズに行えた。 

 

 

① 情報発信 

昼休みという短い時間の中で、当施設を知ってもらう難しさがある。今後は効果的な情報

発信を行いながら、第三の居場所作りを支援していく。 

② 地域とのさらなる連携 

第三の居場所を知らない中高生世代に向けた取組として、他の中学校や高校において事業

を実施していく。 

 

 

 

取組の効果 

課題・今後の展開 



時間： お昼休み13： 05～13： 30

〇〇中学校に

麻布子ども中高生プラザ麻布子ども中高生プラザ

やってく る！！

が

出張プラザ

場所： 多目的ホール
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1人でゆっくりすごしたい人

まったり H ITOR Iデー
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１ 年生対象 2年生対象 3年生対象

ボードゲームなどをしてともだちとすごしたい人
おしゃべり M INNAデー

学年別

麻布子ども中高生プラザ

友だちと？1人で？プラザ職員と？

日によって過ごし方が選べる！
プラザでもない学校でもない新しい居場所として利用してみませんか？

★ルールを守ってみんなで楽し く 過ごしまし ょ う


